
　

５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
を

承
認
し
、
副
町
長
及
び
監
査
委
員
の
人
事
案
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

5
月
臨
時
会

　

個
人
町
民
税
に
お
け
る
配

偶
者
特
別
控
除
の
適
用
に
つ

い
て
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
合

計
所
得
が
一
定
の
金
額
で
あ

る
場
合
に
お
け
る
配
偶
者
控

除
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
の

適
用
関
係
を
整
理
す
る
た
め

規
定
の
整
備
を
行
う
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

中
小
事
業
者
等
の
生
産
性
向

上
や
賃
上
げ
の
促
進
に
資
す

る
機
械
・
装
置
等
の
償
却
資

産
の
導
入
に
係
る
税
負
担
軽

減
の
特
例
措
置
を
創
設
す
る
。

　

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、

燃
費
性
能
な
ど
に
応
じ
て
、種

別
割
の
税
率
を
賦
課
し
て
い

る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い

て
、現
行
の
経
過
措
置
の
適
用

期
間
を
３
年
間
延
長
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限
度

額
を
22
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

　

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
軽
減
判
定
所
得

に
つ
い
て
、５
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
世
帯
の
被
保
険
者

等
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を

29
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
世
帯
の
被
保
険
者
等
の

数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を
53
万

５
千
円
に
引
き
上
げ
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

９
号
）は
、
法
人
事
業
税
交
付

金
、特
別
交
付
税
の
確
定
、町

民
税
の
最
終
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、２
９
８
４
万
円
を
増

額
し
、
総
額
が
84
億
１
４
２

１
万
円
と
な
っ
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）
は
、

保
険
給
付
費
等
の
減
額
に
伴

い
、４
５
０
３
万
円
を
減
額

し
、
総
額
が
13
億
６
５
３
０

万
円
と
な
っ
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）は
、
施
設

管
理
費
等
の
減
額
に
伴
い
、

１
１
１
万
円
を
減
額
し
、
総

額
が
７
億
２
５
０
５
万
円
と

な
っ
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）は
、
保
険
給

付
費
等
の
減
額
に
伴
い
、６

５
５
０
万
円
を
減
額
し
、
総

額
が
13
億
８
４
５
２
万
円
と

な
っ
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）は
、

保
険
料
の
確
定
等
に
よ
り
、

１
０
５
８
万
円
を
増
額
し
、

総
額
が
２
億
４
７
２
２
万
円

と
な
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）は
、
食
費
等
の
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支

援
と
し
て
、
児
童
一
人
あ
た

り
一
律
５
万
円
を
支
給
す
る

「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
」に
係
る
経
費
６
２
６
万

円
を
増
額
し
た
。

6 年生による組体操
（坂城小学校 運動会）

 

税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

副
町
長
に
　
臼
井
　
洋
一  

氏

　

前
副
町
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
５
月
31
日
ま
で
の
４
年
間

監
査
委
員
に
　
大
森
　
茂
彦  

氏

　

議
会
か
ら
選
任
さ
れ
る
監
査
委
員
と
し
て
全
会
一
致
で
同

意
し
た
。

　

任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
令
和
７
年
５
月
ま
で
の
２
年
間

監
査
委
員
に
　
春
日
　
英
次  

氏

　

前
監
査
委
員
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る
こ
と
に
伴

い
、識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
と
し
て
、新
た
に
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
５
月
31
日
ま
で
の
４
年
間

　7/2㈰、鼠橋消防ポンプ操法訓練場
において、町消防団ポンプ操法大会が
開催されました。令和元年東日本台風
災害により、坂城大橋上流側にあった
旧訓練場が流失し、その翌年に新訓
練場が鼠橋運動公園横に作られまし
た。しかし、新型コロナの影響により大
会の中止を余儀なくされ、今回は4年ぶ
り、そしてこの会場では初めての開催
となりました。
　火災での消火活動に加え、台風や地

震災害など地域防災の一翼を担う消防団。当日、各分団は精一杯
日頃の訓練の成果を披露しました。 （写真：中嶋登、文：山城峻一）

表  紙

専
決
処
分
を
承
認

令
和
４
年
度
分

令
和
５
年
度
分

一
般
会
計
補
正
予
算
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一
般
会
計
補
正
予
算

大規模改修が行われる文化センター

教
育
長
に
　
塚
田
　
常
昭  

氏

　

前
教
育
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
同
意
し

た
。任
期
は
令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

第2回定例会文化センター耐震補強・大規模改修、
学校給食費の無償化など９億6,428万円を追加補正
　第２回定例会は６月７日から21日までの会期で開かれ、一般質問には13人が登壇した。人事案件のほか、
条例の一部改正、令和５年度一般会計補正予算など６件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決した。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）に
よ
り
、
総
額
は
76
億

３
０
５
４
万
円
と
な
っ
た
。

問　

温
泉
施
設
の
整
備
等
更

新
事
業
の
内
容
は
。

答　

源
泉
を
湯
さ
ん
館
に
送

水
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
１
基

と
湯
さ
ん
館
内
の
濾
過
器
の

１
基
を
更
新
す
る
。ま
た
、源

泉
を
汲
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
の

故
障
に
備
え
、
予
備
ポ
ン
プ

を
購
入
す
る
。

問　

中
心
市
街
地
街
並
み
整

備
事
業
の
内
容
は
。

答　

昨
年
12
月
に
町
へ
寄
附

を
い
た
だ
い
た
鉄
の
展
示
館

北
側
の
旧
児
玉
邸
の
解
体
と

敷
地
内
の
竹
木
伐
採
な
ど
を

行
う
。当
面
の
間
、駐
車
場
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

問　

林
野
火
災
被
害
調
査
委

託
の
内
容
は
。

答　

村
上
地
区
に
お
い
て
、

４
月
６
日
に
発
生
し
た
林
野

火
災
の
焼
損
面
積
、樹
種
、林

齢
、
損
害
額
な
ど
に
つ
い
て

林
野
庁
に
報
告
す
る
書
類
作

成
の
た
め
、
業
者
に
調
査
を

委
託
す
る
。

問　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付

金
給
付
事
業
の
内
容
は
。

答　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
特

に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い

住
民
税
非
課
税
の
低
所
得
世

帯
に
対
し
て
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
給
付
金（
１
世
帯
あ

た
り
３
万
円
）
を
給
付
す
る

事
業
で
あ
る
。
対
象
世
帯
は

１
５
０
０
世
帯
を
見
込
み
、

７
月
下
旬
の
支
給
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

町
内
小
学
校
校
舎
等
改

修
事
業
の
内
容
は
。

答　

小
学
校
の
学
校
遊
具
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
更
新
す
る
と
と
も
に
、

村
上
小
学
校
の
校
門
か
ら
昇

降
口
前
ま
で
の
舗
装
の
改
修

等
を
行
う
。

問　

産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容

は
。

答　

出
産
後
１
年
未
満
の
母

子
に
対
す
る
育
児
支
援
を
図

る
た
め
、
必
要
な
保
健
指
導

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
短
期
入
所
型
、

居
宅
訪
問
型
に
加
え
て
、
新

た
に
通
所
型
を
実
施
す
る
た

め
の
費
用
、７
人
分
を
見
込

ん
だ
。

問　

保
育
園
に
よ
る
使
用
済

み
お
む
つ
の
回
収
は
い
つ
か

ら
行
う
の
か
。

答　

保
育
園
で
の
使
用
済
み

お
む
つ
は
、
こ
れ
ま
で
保
護

者
が
自
宅
に
持
ち
帰
り
処
分

し
て
い
た
が
、
今
後
は
保
育

園
に
お
い
て
使
用
済
み
お
む

つ
の
回
収
、処
分
を
行
う
。そ

の
た
め
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

各
園
の
未
満
児
用
ト
イ
レ
に

設
置
し
、平
日
の
毎
朝
、収
集

業
者
に
よ
り
回
収
す
る
。７

月
の
早
い
時
期
か
ら
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

令和5年度一般会計補正予算（第2号）
◆補正額　9億6,428万円
　歳入
　〇 国庫支出金 1億3,350万円
　〇 県支出金 1,179万円
　〇 基金繰入金 8億  748万円
　〇 学校給食無償化に伴う学校給食費納入金 ▲6,070万円
　歳出
　〇 温泉施設整備等更新事業 1,580万円
　〇 複合施設建設準備に係る経費 2,022万円
　〇 消防施設に係る経費 1,770万円
　〇 電力・ガス・食料品等価格高騰
　　重点支援給付金給付事業 4,747万円
　〇 新型コロナ予防接種事業 8,000万円
　〇 中心市街地街並み整備事業 6,295万円
　〇 町内小学校校舎等改修事業 1,800万円
　〇 文化センター耐震補強・大規模改修事業 5億6,336万円
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第２回臨時会（５月）並びに第２回定例会（６月)の審議結果

２ 賛否が分かれた議案……なし

３ 全会一致で否決された議案……なし

（１）条例等
　① 地域交通網対策特別委員会の設置
　② 坂城駅周辺活性化特別委員会の設置
　③ 議会改革等特別委員会の設置
　④ 広報発行対策特別委員会の設置
　⑤ 坂城町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

　⑥ 坂城町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

　⑦ 坂城町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

（２）人事
　① 副町長の選任
　② 教育委員会教育長の任命
　③ 監査委員の選任（識見者）
　④ 監査委員の選任（議会選出）

　⑤ 固定資産評価員の選任
（３）専決処分
　① 和解及び損害賠償額の決定
　② 坂城町税条例の一部を改正する条例
　③ 坂城町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　④ 坂城町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税

の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例
　⑤ 令和４年度補正予算
　　 ・一般会計（第９号）
　　 ・国民健康保険特別会計（第３号）
　　 ・下水道事業特別会計（第４号）
　　 ・介護保険特別会計（第４号）
　　 ・後期高齢者医療特別会計（第４号）
　⑥ 令和５年度一般会計補正予算（第１号）

（４）令和５年度補正予算
　① 一般会計（第２号）

１ 全会一致で可決された議案

政務活動費収支報告
　政務活動費は、町政に関する調査研究等に資する
ために必要な経費の一部として、地方自治法の規定
に基づき条例の定めるところにより交付されるも
のです。（月額５千円、年額６万円）
　政務活動費の交付を受けた議員は収支報告書を
作成し領収書を添付のうえ、年度終了後、議長に提
出しなければなりません。年間の交付額を上回った
分は、議員の個人負担となり、残金が生じた場合は
町に返還します。
　令和４年度の政務活動費の収支報告は、以下のと
おりです。

１ 交付額　　790,000 円
　　　　　　（60,000円×13名、10,000円×１名）

２ 支　出

　　　　　　　 

３ 残　余（返還額）　　36,416円

項　目 支出額（円） 備　考
調 査 研 究 費 41,087 調査研究・視察
研 修 費 267,840 研修会参加等
広報・広聴費 178,156 議員活動の広報
資 料 購 入 費 599,548 参考図書等
合 計 1,086,631

支出額合計は議員から報告のあった支出総額です。
そのうち、政務活動費交付対象額は753,584円です。

●第168号、３ページ
　「第４回定例会（12月）の審議結果 ２賛否が分かれた
議案」のうち、山城峻一議員の賛否に誤りがありました。
・令和４年度補正予算（専決） 一般会計（第５号）
　【正】欠席　【誤】〇
●第168号、９ページ
　「玉川清史議員の一般質問　住民環境課長」のうち、
文章に誤りがありました。
　【正】所有者に希望者の連絡先を伝えたこともある。
　【誤】所有者の連絡先を伝えたこともある。
訂正してお詫びします。

お詫びと訂正

４ 

月
２６日  町例月現金出納検査
２７日  長野広域連合議会行政視察

５ 

月

１０日  新人議員研修会
１６日  議会全員協議会
２３日  第２回議会臨時会
        議会全員協議会
２４日  上田地域広域連合議会臨時会
２５日  初当選議員研修会
２７日  第18回ばら祭り開催式
２９日  町例月現金出納検査

６ 

月

  １日  議会運営委員会
  ４日  町内小学校運動会
  ６日  葛尾霊園合葬式墓地完成式
７〜21日  ６月議会定例会
７・23日  議会報編集委員会
１５日  第46回町民まつり実行委員会
２１日  議会運営委員会
２６日  町例月現金出納検査

議 会 日 誌 （主なもの）
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